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審議内容 

 ●事務局 

   これより 2024年度第４回東浦町水道事業及び下水道事業審議会を開催する。それで

は、会長より議事進行をお願いする。 

 〇会長 

   本日、前回に引き続き、町長へ答申するための答申案の内容を確認してもらいたい。

答申案を確定させた段階で後ほど町長へ答申する予定でいる。 

   前回の答申案から埼玉県八潮市での県流域下水道の陥没事故について追記している。

また、答申本来の内容と合わせて附帯意見も重要であるため、「独立採算に向けた明確

なビジョンを示すこと」についてと「わかりやすい下水道事業の情報発信を図ること」

を明記している。 

   一度答申案を確認してもらい各委員から意見等あれば伺う。無ければこの答申案で

町長へ答申するがよろしいか。 

 

【出席委員意見なし 答申確定】 

 

 〇会長 

   今回、町長からの諮問に応じて答申を行うが、最終的な判断は町長や議会である。答

申どおりにいくとは限らないが、審議会で出た意見として町長へ答申する必要はある。 

   では、後ほどの段取りを事務局にお願いする。 

 ●事務局 

   このまま答申に移らせていただく。準備が整うまでしばらく待っていただきたい。 

 

【答申印刷 町長入室】 

 

 〇会長 

   2024 年９月 18 日付け６東上第 2970 号で諮問のありましたこのことについて、当審

議会において慎重に審議した結果、下記のとおり答申する。 

   答申の内容については、基本使用料の改定及び基本水量制の廃止、従量使用料の改定

について意見する。 

   なお、附帯意見として、「独立採算に向けた明確なビジョンを示すこと」、「わかりや

すい下水道事業の情報発信を図ること」を明記している。 

 ●事務局 

   答申を受け取った町長から一言お願いする。 

 ●町長 

   昨年９月に諮問してから４回に渡り審議いただいた。本日、答申された意見を踏まえ



て、本町下水道事業の持続可能な経営への取り組みを進めていく。委員の方にはご協力

感謝する。 

 ●事務局 

   会長からも一言お願いする。 

 〇会長 

   今回の下水道使用料改定に限らず、様々な料金等の改定については、町民の方にとっ

て安い方が良いのは当たり前だが、先程の町長からあったように事業として持続可能

な経営を目指さないといけない。難しい判断であったと思われるが、委員を始め事務局

にはご協力感謝する。 

   最後に事務局から何かあるか。 

 ●事務局 

   東浦町水道事業及び下水道事業審議会につきましては、条例上委員の任期を２年と

しているため、本日の答申の付帯意見にあるように水道事業と一体で見直していく必

要がある。ついては、来年度の 2025年度に水道料金の見直しを予定しているため、委

員の方々には、引き続きご協力願いたい。 

   さて、約半年に渡ったが無事に審議会を進めてくることができた。事務局で至らない

点があったかと思うが、会長を始め各委員にはご協力感謝する。 

〇会長 

  以上で審議会を終了する。 

 


